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脳インターフェイス装置試作初号

 ヒトとコンピュータをつなぐ

 バイオニック医療～脳型人工視覚～

 生物の眼-網膜を真似た視覚装置生物をまねた感覚情報の処理装置
　
私たち生物は、見る・聞く・触れて感じるなどの感覚を生み
出す神経システムを持っています。それらは、パソコンに比
べて少ないエネルギーで働くにも関わらず、驚くほどに高度
な情報処理を行います。その非常に効率の良い、巧みな感
覚の機能と仕組みは、現代科学の注目の的です。私たちは、
これまでの科学で分かってきた知識を利用し、眼-網膜神経
の仕組みを真似た視覚装置を作り、改良を重ねながら、新た
な情報処理の仕組みを見出そうとしています。

脳へ感覚情報を伝える未来医療技術
　
脳を含む体内の様々な臓器は、極めて精密な造りと知的

な働きを持っています。だからこそ、それらを失う事は重大な
障害を引き起こします。でも未来の医療は、それを解決でき
るかもしれません。例えば、眼から脳へ伝達される視覚情報
を人工的に再現し、それを外から脳へ直接伝えれば、失明さ
れた方々に世界の景色をわずかでも感じてもらえる、そんな
可能性があります。私たちは、そのための装置開発や生物実
験を通じて、未来のバイオニック医療の基礎技術を創ろうと
しています。

ヒト生体情報の計測-学習-制御技術
　
ヒトの様々な臓器は、多数の細胞が一体の組織となり、生物特有
の原理に基づいて活動しています。そうした活動の情報を測定し、
その特性をコンピュータで学習・解釈し、さらに必要に応じて人工
的刺激を与え正常な活動へと制御する、そんな技術が、次世代の
ライフサポートに求められます。私たちは、細胞から臓器に至るレ
ベルで、そうした生体と情報の融合技術に関する研究を行ってい
ます。以下に述べる神経模倣工学やバイオニック医療をはじめ、再
生医療における成熟化技術にも応用が期待されています。

 次世代のライフサポート

【URL】 https://kyoin.mie-u.ac. jp/profile/3468.html

三重大学大学院工学研究科・教授

林田 祐樹 Hayashida, Yuki

情報工学って、

工業はもちろん

だけど、将来の医療

にもつながって

るんだね

生物のような感覚装置って、

病気やケガで働かなくなった時も

役立ちそうだね

すぐに

実現できなくても、

地道に研究し

続けることが、未来の

光になるって

信じたいね

眼-網膜エミュレータ

人間の眼球
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